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［ 情報開示の体系  ］

「情報開示の体系」の各資料へのリンク集

※中央の線をまたいで掲載されているものは、財務・非財務情報の両方を伝えるものです。

サポーターのみなさまへ

　会計情報では見えない「大学が生み出す価値」をお届け
する統合報告書。7回目の発行です。
　東京大学では、他の大学に先駆けて2018年から、国際
統合報告評議会（I IRC）のフレームワークを参考にしつ
つ、大学の特性を考慮した独自の統合報告書を追求して
きました。2023年版では、営利企業とはひと味違う、大学
ならではの統合報告書の姿をご理解いただこうと、「戦略
的な大学版フレームワーク」をお示しし、統合報告書の構
造化を試みました。識者からは、「大学版フレームワークと
自ら銘打った概念図は、洗練された明快なものになってい
る」、「これを軸に説明していく建て付けは非常によい」と一
定の評価をいただきました。そこで、学内の議論を経て内
容をさらに深化させ、「東京大学版統合報告〈IR-Cubed〉
概念フレームワーク」（以下「東大版FW」）として整理し、
2024年版の統合報告書の発行と同時に公表することにし

ました（21頁）。
 「東大版FW」では、統合報告書の利用者、重視すべき
ターゲットについて説明しています。営利企業でも発信の
対象が、株主や債権者以外にも広がっていますが、株主
が不在で、配当も無い大学とは性格が異なります。特に
東京大学は「国立」であり「総合」大学です。ステークホル
ダーは、出資者である国、国民、企業、寄付者、学生、学
内教職員、そして社会と多岐にわたります。たとえ「総花
的」との指摘を受けても、これら全てのステークホルダー
に対して、負託された資源をどのように活用し、社会に還
元しているかを毎年レポートすることは私たちの責任です。
下図はステークホルダーと開示情報の関係性のイメージ
です。統合報告書は、学内の他の開示書類とは一線を画
し、大学全体の価値創造ストーリーを提供する上位概念
として位置づけています。

　また、財務情報と非財務情報の関連性についても触れ
ています。企業の統合報告書では、組織の将来価値の評価
に資するため、財務情報と非財務情報の関連性を示します。
非財務情報は未財務情報とも呼ばれます。しかし、大学に
とって財務は手段であって目的ではありません。大学の業
績を評価するための情報ではなく、長期にわたる活動を支
える財務基盤があるか、負託された資金が効果的に活用さ
れているかを示すものです。透明性や効率性の評価に役立
つ情報として位置づけています。
　その他、営利企業と異なる点を中心に丁寧に説明して
いますので、是非2024年版の統合報告書とともにご覧く
ださい。
　2024年版では、東京大学が生み出す公共的価値、投資
によるインパクトに共感いただけるよう、様々工夫を凝らし
ています。未来社会創造モデルを推進するための行動計画

「UTokyo Compass」を掲げて3年が経ち、大学内外で
展開してきたアクションを3つのコアバリューに絡めて紹介
する短い動画も19頁より視聴可能です。是非ともご覧いた
だきたく存じます。
　なお、今年度より、新しく設置したアカウンタビリティTF

の中に製作委員会を位置づけ、より多様な目線を入れなが
ら進めて参りました。その過程で、「統合報告書の製作プロ
セスは往路。復路はそれを使って対話し、組織の経営や統
合報告書自体を進化させていくこと」と識者から指摘をい
ただきました。この統合報告書を「対話」の場として、是非、
みなさまからの忌憚のないご意見をお待ちしています。

2024年11月
統合報告書製作委員会一同

（UTokyo Compass推進会議マネジメント変革分科会 

アカウンタビリティタスクフォース）

Statement of Intent to Work Together Towards Comprehensive Corporate Reportingの邦訳を参考に作成

大学の活動による社会、経済、環境への重要なインパクトを反映した報告
開示目的 ： 大学への応援を通じて、環境や社会問題の課題解決を目指す層の拡大

統合報告書 IR Cubed

財務諸表等

大学の価値創造のために重要な事項の報告
開示目的 ： 経済的な意思決定の継続、改善

法定開示書類
開示目的 ： 資本提供者である
国の評価に資するため

［ 開示対象と開示目的のイメージ ］

開示対象：活動の結果生じた社会的・環境的な変化や効果を評価する広範なステークホルダー（サポーター）

開示対象：実利的な成長を意識する（広義の）投資家

開示対象：国

時
間
軸 短期 中長期 超長期

投資家IR資料 サステイナビリティ関連

研究情報

財務情報 非財務情報

● FSI債年次報告書（インパクトレポート）
● 東京大学基金活動報告書

● UTokyo WAY（英文ブローシャ）
● UTokyo Compassモニタリング指標IRデータ集
● 東京大学の概要（資料編）

● 国立大学法人ガバナンス・コードにかかる
 適合状況等に関する報告書

● 事業報告書
● 業務の実績に関する報告書

● UTokyo Climate Action

● 環境報告書
● UTokyo男女+協働改革

#WeChange年次報告書● 資金運用状況

● 財務諸表
● 決算報告書

● 知的財産報告書

07IR-Cubed 06

https://drive.google.com/file/d/1d9obBDicujIXUPobyrUwJ84n4M2uEnEv/view?usp=sharing


